地 を 女が 働いて やって いる。 

海へ 女が のり 出して 働かない という 昔からの 習慣 は、 

そ の 活動が 女の 体力に とって 全然 無理 だからな の だろ 

うか。 それとも 穢れ をき らうと いうよう な ことに 関し 

ての しきたりで、 女 は 海上に 働かない ことにな つてい 

るの だろう か。 男と 女 とがうち まじって 一 つ 船に のつ 

て 働いて、 もし 時^で 漂流で もした 場合に おこって 来 

る 複雑な 問題 も 考えて、 さけられ ている という わけな 

のだろう か。 

女 は 自分で は 海へ 出て 働かない。 この ことから 経済 

も 受け身で、 働く 男の いなくな つたと きの 海辺の 女の 



女に 出来る 仕事と、 はた 目に は 見られる。 たとえば、 

力 ニ網梳 きとい う 内職 は、 漁村から はなれた 土地の 女 

たちの 稼ぎと なって いる けれども、 浜の 漁師のお かみ 

さんたち がそれ をして いるの は少 くと も 見た ことが な 

い。 鰯の 加工の 仕事な ど は 女が 働いて いるが、 そうい 

う 加工の 仕事の ない ところの 漁家の 婦人 は、 魚 売りの 

ほかに どんな 直接の 仕事が あるだろう か。 昨今の こと 

だから 工場へ でも 行く ひとが 多い の だとば かり も 云え 

ないで あろう。 

農村の 女の 生活 も 実に 辛苦に 満ちて いて、 乳児の 死 

亡 率 も 多い し、 トラ ホ —，. ^ など も ひどく はびこつ てい 
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